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本講義・演習の目的

• 被災地域での、口腔衛生管理の必要性を理
解する

• 災害支援の初動期からの流れを理解する

• 外部から派遣される歯科チーム（支援）の役
割と、地域（市町村）の歯科職の役割（受援）
を理解する

Menu

• 災害時の歯科保健医療活動の目的
• 歯科口腔保健 集団・迅速アセスメント

• 災害支援に関わる準備

• 初期の避難所等における集団・迅速アセスメ
ント

• アセスメントの総括・評価・計画
• まとめ

災害時の歯科保健医療活動の
目的



フェーズの推移と支援

超急性期 急性期 亜急性期 慢性期

DMAT
JMAT

歯科支援開始

医療ニーズから
保健フェーズへ

避難所集約・
仮設住宅へ移行

全診療所再開
仮設診療所開設
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活動と役割の推移

＋「評価と仕組み作り」

初動時

＋「引き継ぎ」

撤退時期

応急歯科診療

口腔衛生管理、歯科保健指導

災害関連疾病（誤嚥性肺炎）予防

地域医療の再生

地域の再生

超急性期 急性期 亜急性期 慢性期

外部からの支援
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支援内容の時間経過と、支援者における分担

勤務医による
迅速支援 勤務医による専門的支援

開業医による
診療所復興支援

支援者
の分担

大黒英貴，災害歯科医学，P58, 医歯薬出版，2018 より改変

歯科衛生士による歯科保健支援

平成28年熊本地震
歯科支援 外部派遣チーム一覧

4月23日
～5月1日

5月1日
～8日

5月8日
～15日

5月15日
～22日

南阿蘇村

益城町

西原村

その他

福岡県の3大学

兵庫ＪＭＡＴの歯科（兵庫県病院歯科医会）

山口県歯科医師会

鹿児島ＪＭＡＴ

鹿児島大学（全国知事会）

山口
ＪＭＡＴ

佐賀県歯 長崎県歯 鹿児島県歯 沖縄県歯

福岡県歯 大分県歯 宮崎県歯 福岡県歯

福島
ＪＭＡＴ

統括ＪＭＡＴ

地域歯科コーディ
ネーター役

避難所対応

先遣隊
需要把握
応急対応

コーディネー
ター

迅速支援

応急診療

専門的支援 歯科
支援

ＪＭＡＴ
歯科

連
携
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続発症リスク増大

許容量を超えた避難所で予想される事態

震災後肺炎の
高リスク者

高齢者・要介護者

避難によりADL（日常生
活動作）が低下した人

もともとADLが低下して
いた人

併存疾患（基礎疾患）を
持っている人

低栄養

災害被害が大きい地区
の人

前田圭介，フレイル高齢者には早期に多面的食支援を
地域保健 2017年11月号 P34-37

誤嚥性肺炎の予防に対する
災害時のTransdisciplinary approach

• 特にフレイル、障害者、高齢者に対する災害直後
からの栄養支援が重要

• それぞれの支援が揃って、はじめて、安全に適切
に栄養が確保できる

災害支援ナース
NPO など

JMAT（日本医師会災害医療チーム）
医師、看護師、薬剤師など

JRAT（大規模災害リハビリテー
ション支援関連団体協議会）
言語聴覚士など

口腔機能支援チーム
（歯科医師会・歯科衛生士会）

JDA-DAT（日本栄養士
会災害支援チーム）
管理栄養士など

食糧・水
食企業、運送

居住環境（調理環境、食卓、
食具、トイレなど）

「食べる」機能から
見た連携が必要
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災害時の連携

災害医療コーディネーター
DMAT／日赤／災害医療センター

災害対策本部

JRAT（大規模災

害リハビリテー
ション支援関連
団体協議会） 口腔機能支援

チーム
災害食学会
（食品会社）

JDA-DAT

（日本栄養士
会）

JMAT（日本

医師会災害
医療チーム）

歯科保健医療
支援チーム

災害支援
ナース

病院派遣
災害支援
チーム

自治体派遣
保健師

学会派遣災害
支援チーム

NGO

ボランティア

口腔衛生
用品企業

食べる支援における
多職種連携

食べる支援における
多職種連携

「口腔保健・予防歯科学」医歯薬出版

歯科口腔保健
集団・迅速アセスメント



初動期のアセスメント

• 最初は、迅速に評価して全体を把握すること
が大切！

全体
把握

迅速
評価
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状況は明日には変わっている！
とにかく短時間で全体を把握！

• まずは自分の身の安全の確保
• 次に存在の連絡共有
• それから状況把握「迅速アセスメント」
• 知りたいのは今！今！伝えなければ、支
援とのミスマッチの溝は埋まらない！

• 全体を浅く広く、なるべく速く多面的に
• 対応とともに、状況は移り変わり、迅速ア
セスメントは繰り返すべきもの

• 少し落ち着いてきたら、個別のアセスメン
トへ移行

プル型

プッシュ
型

迅速
評価

支援の
スタイル

© 2018 DPHD

地域全体から細かい視点へ、
見逃さないように！

地域全体

避難所

避難所の
歯科

避難者
個々人の
歯科的
問題点

避難所

避難所

在宅
療養者

障害者
施設

福祉
避難所

高齢者
施設

全体

全体
把握

© 2018 DPHD 太田秀人（福岡県歯科医師会）資料より改変



実施前に「挨拶」！

まず、「安全確保」！

その他の情報は「メモ」

「事前情報」は事前に！

必要時は応急支援・応
急処置「可」。状況により
チーム分け「可」

異常発生時、各所へ連
絡がつかなければ、
「チーム判断」で！

終わったら「挨拶」
太田秀人（福岡県歯科医師会）資料より改変

災害「前後」の入居者数
の確認、災害後の入所
者動向予想の確認、「職
員の被災・出務状況」

提携病院/診療所/歯科
診療所の現状把握

まず、「安全確保」！

「到着前」に、提携歯科
医（または行政担当者
など）から連絡を！

終わったら「挨拶」

基本は同じ
でも、
より慎重に！

太田秀人（福岡県歯科医師会）資料より改変

避難所等
アセスメント票

歯科ニーズ

歯科版
避難所等（マス）
アセスメント票

歯科版
個別アセスメント票

歯科口腔ニーズアセスメントのレベル

「災害時公衆衛生歯科機能について考える会」提言，平成25年10月

公衆衛生職
共通の眼

公衆衛生
歯科職の眼

臨床的な
歯科職の眼

レベル１－全体 レベル２－集団 レベル３－個人

痛み
不調

＜関連環境＞
人数構成
水･洗口場

歯科医療確保
口腔ケア用具

＜歯科ニーズ＞
• 食物摂取問題
• 義歯問題
• 口腔衛生問題

全身状態
口腔内症状
食物摂取
歯口清掃
義歯
その他

避難所
アセスメント票（例）

被災者の健康ニーズ
を概要を把握する

システム

細かい基準なし

全体レベル
（迅速・レベル１）
フェーズ１

◎ 十分
○ どちらかというと足りている
△ どちらかというと不足
× 皆無

有（緊急） ・ 有（≠緊急） ・ 無



避難所等歯科口腔保健
標準アセスメント票

（集団・迅速・レベル２）

「災害時公衆衛生歯科機能について

考える会」提案

歯科版避難所等
アセスメント票

歯科・集団レベル
（迅速・レベル２）
フェーズ２以降継続

災害時避難所等
口腔保健ｱｾｽﾒﾝﾄ票

項目

基本情報（＊事前把握）

（１）対象者＊
避難者数

高リスク者数

（２）環境
水・洗口場の
確保状況

（３）用具
歯ブラシ・歯磨剤

の確保状況

（４）行動
口腔衛生行動

介助の有無

（５）症状
痛みや不自由さ
の有無

（６）歯科医療
歯科保健医療
の確保状況

その他

レ

レ

書き方

たいてい本部で情報得られる
避難所にも貼りだしてある

自分の名前、所属

市町村名

登録人数

場所の名前

担当者名

○ 15

今日の日付

レ

話を聞いた人、
人数

できれば携帯番号

わからないところは「不明」！

空白は禁！

訪問時に
いた人数

© 2018 DPHD

＊＊＊
＊＊＊
＊＊○

その他のコメント（インフラ・衛生環境・多職種への伝達事項）

○

○

１．項目ごとに
ここにチェック

２．収まらないこ
とはここか、下か

3．最後に簡易
評価決める

○ ＊＊＊
＊＊＊
＊＊

主観的に、
感覚的に行
くしかない

何も書かな
いと、情報
はゼロ！

あたらずと
も遠からず
でも、情報
はないより
あったほう
がいい！

実は、「そ
の他の問
題」「特記
事項」が方
針のカギを
握る情報
となること
が少なくな
い！

書かなくて
もいいか
な？と思っ
ても、とに
かく書いて
おく！

© 2018 DPHD



各避難所のアセスメント票（レベル２）を
入力して簡単な加工で迅速に資料化

（北原による加工例）

北原稔（神奈川県厚木保健福祉事務所），

今後の大規模災害時の公衆衛生歯科機能を考える「災害時口腔保健アセスメントの標準化
について」，第31回地域歯科保健研究会(夏ゼミ)ｉｎ盛岡，平成25年7月27日

フェイズ フェイズ１

超急性期
フェイズ２

急性 ～亜急性期
フェイズ３

慢性期
フェイズ４

復興期

時間経過 72時間以内 ３日間～１・２週間 １・２週間～３ヶ月 ３ヶ月以降

基本的な
支援目標

人命救助
安全確保

心身・生活の安全 心身・生活の安全
日常生活への移行

人生の再建
地域の再建

具
体
的
な
ニ
｜
ズ
の
例

集団外傷

救急傷病

給水と
衛生環境

食料配給

感染症

歯科
アセスメント

迅速評価 課題別 治療・予防 集団評価 治療・予防 個別評価

ﾚﾍﾞﾙ１
－全体 ﾚﾍﾞﾙ２－集団を継続的に ﾚﾍﾞﾙ３－個別を詳細に

評
価
と
見
直
し

評
価
と
見
直
し

評
価
と
見
直
し

評
価
と
見
直
し

評
価
と
見
直
し

公衆衛生職
共通の眼

公衆衛生
歯科職の眼

臨床的な
歯科職の眼

「災害時公衆衛生歯科機能について考える会」提言，平成25年10月

実際のアセスメントのイメージ

• 黒水高校のアセスメントに行きましょう！
• 53名程度利用

• しかし、評価時は約10人のみ滞在していました

太田秀人（福岡県歯科医師会）資料より改変

乳幼児・妊婦・障害者・
重度有病者は0名

75歳以上の高齢者
は5名確認

ライフラインはす
べてOK、

衛生的な洗面台
やトイレある

太田秀人（福岡県歯科医師会）資料より改変



口腔清掃器具は概ねOK

義歯洗浄剤は無い
避難者は歯磨きを
行っていない

口腔の症状
（おそらく口内炎）
を訴える者が5名

近隣に黒水歯科が
診療中

太田秀人（福岡県歯科医師会）資料より改変

黒水高校

53 10 21

H30 10 21

10 10〇

〇

〇〇 〇〇
馬本県歯科衛生士会

0

レ

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

大阿蘇村

＜黒水高校＞

• 53名程度利用（評価時は約10人が
滞在）

• 乳幼児・妊婦・障害者・重度有病者
は0名

• 75歳以上の高齢者は5名確認

• ライフラインはすべてOK、衛生的な
洗面台やトイレある

• 口腔清掃器具はおおむねOK 義
歯洗浄剤は無い

• 避難者は歯磨きを行っていない

• 口腔の症状（おそらく口内炎）を訴
える者が5名

• 歯科医療資源は、近隣に黒水歯科
が診療中

口腔の症状
を訴える人
が5名（口
内炎か？）

不明

不明日

作成例

5

0

0
0

10

歯磨きはし
ていない

レ

5

太田秀人（福岡県歯科医師会）資料より

調査日：平成２９年７月１５日 作成者（所属名）： 太田秀人（福幸県歯）
◎：良好・問題なし ○：ほぼ良好・ほぼ問題なし

△：やや問題あり ×：大いに問題あり −：不明

No
避難所等の
名称

避難所等の人数

（１）ハイリスク者
特に口腔ケアに
配慮が必要な
対象者（人、％）

（２）環境
口腔清掃などの

環境

（３）用具
口腔清掃用具等
の確保

（４）清掃行動
口腔清掃状況

（５）症状
歯や口の
訴え・異常

（６）専門支援
歯科保健医療の

確保
その他の問題 備考

1 ああA ９７名/全９７名 ◎ ◎ ○ ○ △ 2名

2 ああB １５名/全１８名 △ ◎ × △ − △ 車椅子1名

3 いいA ４０名/全４０名 ◎ △ ○ ○ △ 2名

4 いいB ２０名/全１５０名 ◎ × ○ △ △ 2名

5 いいC １１名/全１１名 ◎ △ △ △ △ 1名

6 ううA ５０名/全１３５名 △ ◎ × △ △ △ 1名

7 ううB ８０名/全１７２名 △ ◎ △ △ − △

8 ううC ２５名/全６８名 ◎ × △ − △

9 ううD ２８名/全１９３名 ◎ × − △ △ 1名

No
避難所等の
名称

避難所等の人数

（１）ハイリスク者
特に口腔ケアに
配慮が必要な
対象者（人、％）

（２）環境
口腔清掃などの

環境

（３）用具
口腔清掃用具等
の確保

（４）清掃行動
口腔清掃状況

（５）症状
歯や口の
訴え・異常

（６）専門支援
歯科保健医療の

確保
その他の問題 備考

1 ららA ５名/全７名 × ◎ △ × × × 2人痛みあり

2 ららB １５名/全２３名 ◎ △ − × × MRONJ1名

3 ららC １７名/全１７名 × ◎ − − − × １歳未満児あり

4 りりA
1名痛みあり
→在宅へ

5 るるA ◎ △ △ × × 1名

6 るるB 電話対応

朝倉市

東峰村

集団迅速アセスメント（レベル２）
簡易総括表

＊平成29年九州北部豪雨での一事例

作成例

太田秀人（福岡県歯科医師会）資料より改変

研修会運営・管理： 日本歯科医師会
演習担当・製作改訂： 日本災害時公衆衛生歯科研究会（DPHD）

（担当：中久木康一，太田秀人）

※ 本資料の著作権は上記に所属する
※ 無断の転用や商業的利用を禁ずる
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厚生労働省 医療関係者研修費等補助金 災害医療チーム等養成支援事業
「平成３０年度災害歯科保健医療チーム養成支援事業」

災害歯科保健体制研修会 【講義・演習】被災市町村におけるコーディネート
2018年12月2日・9日（日）実施（歯科医師会館（東京・市ヶ谷））
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